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アシダ音響株式会社、株式会社アトスメディカルジャパン、株式会社岡村製作所、株式会社オフセットクリーン、鹿島建

設株式会社、三協立山株式会社、株式会社スーパーポテト、医療法人社団順康会、株式会社鈴木保有社、住石ホールディ

ングス株式会社、住友林業株式会社、関野運輸株式会社、泉工医科貿易株式会社、全日本相撲甚句協会、綜研化学株式会

社、株式会社ソリューションハウジング、第一医科株式会社、株式会社第一興商、太成倉庫株式会社、株式会社大染、株

式会社大和証券グループ本社、大和ハウス工業株式会社、株式会社テラ、株式会社電制、東京医科大学看護専門学校、東

京ガレーヂ株式会社、南武建設株式会社、ニチハ株式会社、日本ガレーヂサービス株式会社、有限会社野沢正光建築工房、

株式会社ハーフ・センチュリー・モア、株式会社ハウスメイトパートナーズ、医療法人社団白翔会、橋本総業株式会社、

原田産業株式会社、株式会社福祉施設共済会、株式会社プロティア・ジャパン、三井住友カード株式会社、株式会社三井

住友銀行、株式会社明電舎、株式会社名優、山崎製パン株式会社、医療法人社団良宗会、株式会社レーサム、株式会社ロ

ッテ、和以美株式会社、株式会社ＡＢＣ店舗、ＳＭＢＣ日興証券株式会社、ＴＯＴＯ株式会社、ＹＫＫＡＰ株式会社   

青木佑一、赤津正浩、秋元一郎、秋元洋一、浅香高秀、朝田禮一、旭潔、足立健之助、雨宮愼一、有巣晧三、安藤京子、

安藤純一、安藤増雄、飯島敏禎、飯塚惟久、五十嵐雅勝、石井恭平、石川眞佐子、石塚康夫、石原文雄、市田治弥、市吉

將浩、井出麻喜子、伊藤仁、稲一夫、犬山正人、井上貴之、井上洋一郎、今成清、岩倉保禮、岩崎伸、岩崎堅司、岩間和

夫、上木明男、上田貞行、上榁政隆、宇佐美昭夫、薄井誠、梅崎伸、江口仁、榎本眞理、江原澄、江原里美、江原節子、

大井卓雄、大條文也、大河原敏夫、大塚和男、大貫貞子、大貫美智子、大野勇三、大浜保道、岡田悠紀子、岡島正恒、岡

戸冨美子、小川秀子、奥島茂、奥原修、刑部勝巳、小佐野郷子、鬼沢直維、小野寺葉子、笠貫達也、加沢ハナヨ、梶山和

秀、柏瀬幸弘、勝俣直躬、加藤紘一、加藤芙美子、上遠野美智絵、角倉孝夫、金井貞治、金子豊巳、金崎勝男、鎌田優子、

亀之内二三子、茅史郎、川井栄助、川崎光夫、川鍋千枝子、勘崎芳樹、神崎愛、神立喜三郎、上林輝男、菊池武弘、北迫

正男、城所忠男、木下勝男、櫛田敬子、楠本哲、窪井純子、久保力男、熊川喜代司、栗原弘、黒川洋子、小池信司、小酒

大司、越田和恵子、後藤眞久、小濱利重、小林宏、小宮和夫、小室耕一、近藤章、斎藤隆、齋藤大、左海省司、坂上典子、

相樂多惠子、佐久間博、佐々木昭夫、佐藤圭吾、佐藤賢治、佐藤茂樹、佐藤隆史、佐藤友子、佐藤康代、佐野幸孝、山後

弘子、山後祐介、鹿内健悦、宍倉康雄、篠清市、篠奈津子、篠美登里、柴田清、芝満雄、島田厚子、島田初夫、島田真由

美、清水泉、清水和夫、清水勢津夫、清水保良、シャントクラス、朱宮裕子、正願地孝子、荘司等、菅原芳彦、杉山喬、

須崎武房、鈴木栄子、鈴木邦忠、鈴木孝子、鈴木時子、鈴木敏彦、鈴木紀男、鈴木正子、鈴木三智子、鈴木光子、すずら

んの会、砂長治、隅谷貞子、隅谷政紀、相馬麻衣子、醍醐輝世、高橋健二、高橋敏夫、高橋剛、高橋もと子、高橋泰明、

髙原明美、髙山幸明、滝沢知誠、滝澤知峰、田尻直樹、田代實、田代豊、立石善一、田中高、田原武志、田村さた、田村

久子、田村元行、千葉求、辻文子、寺澤永祥、富樫義郎、栃木謙治、永井一男、永井芳子、中西昭雄、中西かよ子、中野

晴充、中野博幸、中鉢正、中村明美、中村薫、名越一郎、西田真哉、西敏子、西野宏、西村恵三郎、長谷川サイ、長谷川

正一、羽田野富美雄、服部カツヨ、花嶋良道、馬場金五郎、浜野耕平、林芳紀、原口健次郎、張江勤、半田建二、東幸子、

樋口三男、檜森聖三、平林育宏、平本清司、蛭田澄美枝、福島英子、福原秋夫、藤野由美子、藤原桂子、二木芳彦、渕本

義山、普天間有子、古川寿、古谷等、星芳文、堀内武、本田学、本間廣俊、前田知子、牧野清、正木壽子、増田惣一、松

清平、松澤茂行、松下成孝、松嶋宏、松田幸雄、松本博、松山光志、松山寿美子、松山雅哉、松山雅則、眞辺致一、丸山

統雄、美川憲一、右田正隆、三沢健二、三澤武雄、水島雅晴、水谷昇弘、三田村一雄、三田佳子、宮原厚夫、宮本啓三、

宮本貢、村田恵子、村松繁雄、村本高史、望月千代美、八木清文、矢島藤人、安田祥子、安野智、屋中一夫、柳葉君代、

柳葉藤枝、山岸正央、山口春吉、山口平男、山崎浩子、山田保明、山田善宣、山寺勉、山本勇、山本一雄、横井俊三、横

江良市、吉田一男、吉田美保子、吉原東洋輝、脇田誠照、渡辺忠義、渡邉鐡雄、渡邊正雄、渡邊操、渡邊理加子、和田敦

子、和田栄子、和田重章、和田征勇、和田義文、渡三夫、Ｅ.Ｋ.、Ｆ.Ｔ.、Ｈ.Ｃ.、Ｈ.Ｍ.、Ｉ.Ｋ.、Ｉ.Ｎ.、Ｋ.Ａ.、

Ｋ.Ｍ.、Ｍ.Ｊ.、Ｎ.Ｍ.、Ｎ.Ｔ.、Ｏ.Ｔ.、Ｏ.Ｙ.、Ｓ.Ｋ.、Ｓ.Ｍ.、Ｔ.Ｍ.、Ｙ.Ｓ.、 Ｙ.Ｎ. 

ご支援ありがとうございました 

ご寄付及び賛助会費をご送付いただいた皆様 

平成 28 年 9 月末日現在（五十音順 敬称略） 

 
 
ぎんれいだより NO.4 平成 28 年秋号  

                                                                   

（1） 
 

           

平
成
28
年
４
月
14
日
発
生
の
熊
本
地
震

に
よ
り
被
災
さ
れ
た
皆
様
に
、
日
本
喉
摘
者

団
体
連
合
会
の
各
ブ
ロ
ッ
ク
か
ら
寄
せ
ら

れ
た
義
援
金
１
、
２
５
４
、
８
７
３
円
を
、

５
月
16
日
に
九
州
ブ
ロ
ッ
ク
間
村
会
長
に

送
金
い
た
し
ま
し
た
。
６
月
吉
日
に
熊
本
県

天
声
会
沼
田
会
長
よ
り
日
喉
連
松
山
会
長

宛
に
礼
状
が
届
き
ま
し
た
の
で
こ
こ
に
報

告
い
た
し
ま
す
。 

        

熊
本
地
震
義
援
金
の
お
礼 

 

熊
本
地
方
も
梅
雨
入
り
を
し
、
現
在
中
休

み
中
と
云
っ
た
今
日
こ
の
頃
で
す
。
日
喉
連

に
は
日
頃
よ
り
お
世
話
様
に
な
っ
て
お
り

ま
す
。
熊
本
地
震
も
４
月
14
日
前
震
、
16
日

本
震
、
そ
し
て
、
そ
の
後
余
震
も
ま
だ
ま
だ

続
い
て
お
り
ま
す
。
今
回
の
大
地
震
で
熊
本

県
天
声
会
会
員
も
家
屋
全
壊
、
半
壊
と
居
ら

れ
ま
し
た
が
、
幸
い
に
も
会
員
の
家
族
に
は

怪
我
も
な
く
、
不
幸
中
の
幸
い
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。
こ
の
様
な
中
に
、
こ
の
度
は
各
ブ

ロ
ッ
ク
よ
り
多
額
の
義
援
金
を
頂
き
誠
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
、
熊
本
県
天
声

会
会
員
を
代
表
し
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

  

各
会
員
に
地
震
災
害
に
於
け
る
被
害
調

査
表
を
送
り
、
現
状
を
報
告
し
て
頂
き
ま
し

た
。
こ
の
結
果
を
分
析
し
、
被
害
に
な
ら
れ

た
方
々
に
配
分
し
た
く
考
え
て
お
り
ま
す
。

  

現
況
報
告
を
兼
ね
て
義
援
金
へ
の
お
礼

の
ご
挨
拶
と
致
し
ま
す
。  

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。  

天
声
会
会
長 

沼
田
敏
雄 

 

正
式
名
称
は
、
「
障
害
を
理
由
と
す
る
差

別
の
解
消
の
推
進
に
関
す
る
法
律
」
で
す
。

 

こ
の
法
律
は
、
障
害
の
あ
る
人
も
な
い
人

も
、
互
い
に
、
そ
の
人
ら
し
さ
を
認
め
合
い

な
が
ら
、
共
に
生
き
る
社
会
を
つ
く
る
こ
と

を
目
指
し
て
い
ま
す
。 

「
不
当
な
差
別
的
取
扱
い
の
禁
止
」
と
は
？ 

こ
の
法
律
で
は
、
国
・
都
道
府
県
・
市
町

村
な
ど
の
役
所
や
、
会
社
や
お
店
な
ど
の
事

業
者
が
、
障
害
の
あ
る
人
に
対
し
て
、
正
当

な
理
由
な
く
、
障
害
を
理
由
と
し
て
差
別
す

る
こ
と
を
禁
止
し
て
い
ま
す
。 

「
合
理
的
配
慮
の
提
供
」
と
は
？ 

こ
の
法
律
で
は
、
国
・
都
道
府
県
・
市
町

村
な
ど
の
役
所
や
、
会
社
や
お
店
な
ど
の
事

業
者
に
対
し
て
、
障
害
の
あ
る
人
か
ら
、
社

会
の
中
に
あ
る
バ

リ
ア
を
取
り
除
く

た
め
に
何
ら
か
の

対
応
を
必
要
と
し

て
い
る
と
の
意
思

が
伝
え
ら
れ
た
と

き
に
、
負
担
が
重

す
ぎ
な
い
範
囲
で

対
応
す
る
こ
と
を

求
め
て
い
ま
す
。 

  

 

と
き 平

成
28
年
11
月
19
日 

午
後
12
時
30
分
開
演 

と
こ
ろ 

東
医
健
保
会
館  

新
宿
区
南
元
町
４ 

共
催 Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
日
喉
連 

公
益
社
団
法
人
銀
鈴
会 

後
援 

 

厚
生
労
働
省 

 

開
催
に
先
立
っ
て
、
食
道
発
声
と
Ｅ
Ｌ
の

部
の
予
選
会
が
全
国
各
ブ
ロ
ッ
ク
で
行
わ

れ
決
勝
大
会
に
進
み
ま
す
。 

北
海
道
か
ら
九
州
ま
で
の
出
場
者
に
、
大

き
な
声
援
を
お
願
い
い
た
し
た
く
、
会
員
、

賛
助
会
員
の
皆
様
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す
。 

 

こ
の
大
会
は
、 

公
益
財
団
法
人
Ｊ

Ｋ
Ａ
に
よ
る
「
オ
ー

ト
レ
ー
ス
公
益
資

金
」
の
補
助
を
受
け

て
開
催
し
ま
す
。 

編集：公益社団法人銀鈴会 

東京都港区新橋 5-7-13 

ビュロー新橋 901 

Tel : 03-3436-1820 
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年会費・法人賛助会員  

1 口 5000 円 6 口以上 

・個人賛助会員  

1 口 5000 円 1 口以上 

申し込み等問い合わせ先 

公益社団法人銀鈴会 事務局 髙梨泰弘 

〒105-0004 

東京都港区新橋 5-7-13 ビュロー新橋 901 

TEL：03-3436-1820  FAX：03-3436-3497 

E-mail：office@ginreikai.net 

ホームページ：http://www.ginreikai.net/ 

賛助会ご加入とご寄付のお願い 

声よ！ふたたび 

身近な方々のご理解とご協力をお願い

いたします。 

平
成
28
年
９
月
10
日
（
土
）
千
葉
県
柏

市
の
慈
恵
柏
看
護
専
門
学
校
講
堂
で
、
東
京

慈
恵
会
医
科
大
学
附
属
柏
病
院
主
催
の
市

民
公
開
講
座
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
ま
ず
司

会
の
東
京
慈
恵
会
医
科
大
学
付
属
柏
病
院

秋
葉
直
志
副
院
長
が
「
こ
の
銀
鈴
会
は
昭
和

29
年
よ
り
62
年
間
活
動
を
継
続
し
て
き
た

と
い
う
事
実
が
何
よ
り
も
素
晴
ら
し
い
こ

と
だ
と
思
い
ま
す
」
と
賛
辞
の
言
葉
を
添
え

て
紹
介
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。 

テ
ー
マ
は
「
の
ど
の
が
ん
の
お
話
」
で
、

「
発
声
機
能
に
影
響
す
る
の
ど
の
が
ん
」
と

題
し
東
京
慈
恵
会
医
科
大
学
付
属
柏
病

院
・
耳
鼻
咽
喉
科
の
清
野
洋
一
先
生
の
講
話

に
続
き
、
「
声
よ
！
ふ
た
た
び
」
及
び
体
験

発
表
で
銀
鈴
会
の
松
山
会
長
が
講
話
を
さ

れ
ま
し
た
。
体
験
発
表
で
は
食
道
発
声
で
中

村
、
白
川
訓
練
士
が
、
Ｅ
Ｌ
発
声
で
は
池
田

訓
練
士
が
そ
れ
ぞ
れ
発
表
し
ま
し
た
。 

株
式
会
社
第
一
興
商
か
ら
寄
贈
さ
れ
ま

し
た
カ
ラ
オ
ケ
機
器
を
活
用
し
、
カ
ラ
オ
ケ

が
楽
し
め
る
よ
う
に
準
備
が
整
い
ま
し
た
。

 

こ
の
教
室
に
は
食
道
発
声
・
Ｅ
Ｌ
発
声
・

シ
ャ
ン
ト
発
声
、
ど
の
よ
う
な
発
声
を
な
さ

る
方
で
も
自
由
に
参
加
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
歌
う
こ
と
は
発
声
力
を
向
上
さ
せ
る

効
果
が
あ
り
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
も
上

手
に
な
る
こ
と
間
違
い
な
し
、
リ
ラ
ッ
ク
ス

し
て
日
常
生
活
を
豊
か
に
過
ご
し
ま
し
ょ

う

。

多

く

の

方
々
に
利
用
し

て
い
た
だ
く
た

め
、
当
面
は
上

級
ク
ラ
ス
の
カ

ラ
オ
ケ
授
業
の

前
後
に
開
催
し

て
い
ま
す
。 

 

［
注
意
］
➀
カ
ラ
オ
ケ
教
室
の
開
催
日
は
銀

鈴
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
く
だ
さ

い
。
➁
限
ら
れ
た
時
間
の
中
で
多
く
の
方
が

利
用
で
き
る
よ
う
ご
協
力
く
だ
さ
い
。
➂
指

導
員
及
び
上
級
ク
ラ
ス
の
メ
ン
バ
ー
が
当

日
支
援
し
ま
す
。  

★

お
問
い
合
わ
せ
は 

初
心
ク
ラ
ス
Ｂ
チ
ー
ム
木
村
ま
で 

昔
取
っ
た
杵
柄
と
申
し
ま
す
が
、
今

か
ら
40
～
50
年
前
に
は
、
社
内
行
事

で
、
町
内
会
で
、
仲
間
達
と
時
々
遊
ば

れ
た
方
は
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
？  

私
達
は
、
年
に
数
回
気
心
の
知
れ
た

仲
間
と
ボ
ウ
リ
ン
グ
を
楽
し
ん
で
い

ま
す
が
、
最
初
は
、
今
更
…
と
思
い
つ

つ
の
参
加
で
し
た
が
、
昔
を
思
い
出
し

な
が
ら
、
い
や
こ
ん
な
筈
じ
ゃ
な
か
っ

た
な
ぁ
…
な
ど
と
昔
の
様
に
行
か
な

い
も
ど
か
し
さ
と
戦
い
な
が
ら
も
結

構
楽
し
ん
で
い
ま
す
。
イ
メ
ー
ジ
で
は
、

も
っ
と
上
手
か
っ
た
筈
な
の
に
…
と

皆
さ
ん
思
う
よ
う
で
す
が
、
や
は
り
当

時
か
ら
相
当
時
間
が
経
っ
て
い
ま
す

し
、
青
春
時
代
の
体
力
は
望
む
べ
く
も

あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
が
ま
た
、
楽
し
い

の
で
す
。 

★
お
問
い
合
わ
せ
は 

中
級
ク
ラ
ス
太
田
ま
で 
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平
成
28
年
６
月
18
日
（
土
）
東
京
都
新

宿
区
南
元
町
の
東
医
健
保
会
館
に
於
い
て
、

標
記
総
会
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。 

齊
藤
理
事
の
司
会
に
よ
り
、
議
決
権
を
持

つ
会
員
数
９
５
９
名
、
本
日
出
席
者
数
１
２

７
名
、
委
任
状
出
席
者
数
４
７
７
名
、
合
計

６
０
４
名
で
63
％
、
定
款
第
18
条
に
基
づ

く
総
会
の
成
立
が
宣
言
さ
れ
、
秋
元
副
会
長

の
開
会
の
辞
で
始
ま
り
ま
し
た
。
松
山
会
長

の
挨
拶
に
続
い
て
、
ご
来
賓
の
厚
生
労
働
省

の
藤
井
康
弘
様
（
代
読 

品
川
文
男
様
）
、

東
京
都
の
高
原
俊
幸
様
、
東
京
都
身
体
障
害

者
団
体
連
合
会
の
小
西
慶
一
様
、
全
国
社
会

福
祉
協
議
会
の
寺
尾
徹
様
よ
り
ご
祝
辞
を

い
た
だ
き
、
日
喉
連
各
団
体
長
の
紹
介
が
あ

り
ま
し
た
。 

中
村
勝
治
氏
、

望
月
千
代
美
氏
を

議
事
録
署
名
人
に

指
名
し
て
２
件
の

議
案
と
報
告
事
項

に
つ
い
て
審
議
を

行
い
ま
し
た
。 

提
出
議
案
は
す

べ
て
原
案
通
り
承

認
可
決
さ
れ
ま
し

た
。 

上
記
、
定
期
総
会
に
続
い
て
「
声
の
祭
典
」

が
木
村
理
事
の
司
会
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

 

今
年
か
ら
ス
ピ
ー
チ
大
会
と
カ
ラ
オ
ケ

大
会
を
隔
年
ご
と
に
行
う
こ
と
に
な
り
、
今

回
は
初
め
て
の
カ
ラ
オ
ケ
大
会
で
、
入
会

1
年
７
ヶ
月
か
ら
22
年
超
、
ま
た
年
齢
も

51
歳
か
ら
87
歳
の
幅
広
い
出
場
者
21
名

が
、
会
員
や
ご
家
族
の
方
々
な
ど
多
数
の
来

場
者
の
見
守
る
中
、
３
分
間
の
歌
唱
力
を
競

い
合
い
ま
し
た
。 

 
福
田
審
査
委
員
長
よ
り
「
今
日
は
カ
ラ
オ

ケ
大
会
で
す
。
何
よ
り
も
楽
し
く
や
る
こ
と

が
大
切
。
持
ち
時
間
存
分
に
歌
を
楽
し
ん
で

く
だ
さ
い
」
と
挨
拶
の
後
、
事
前
の
抽
選
順

に
し
た
が
っ
て
開
始
し
ま
し
た
。 

            

出
場
者
は
、
11
名
が
声
友
ク
ラ
ブ
、
５

名
が
上
級
ク
ラ
ス
、
４
名
が
訓
練
士
、
女
性

の
出
場
者
は
３
名
で
し
た
。 

         

 

福
田
先
生
の
講
評 

十
分
楽
し
ま
せ
て
貰
い
ま
し
た
。
感
激
し

て
お
り
ま
す
。
上
位
に
入
賞
さ
れ
た
人
に
共

通
す
る
こ
と
は
、
リ
ズ
ム
の
取
り
方
が
上
手

で
あ
る
と
か
一
般
的
な
こ
と
の
他
に
、
普
通

の
喉
頭
と
違
っ
て
耳
で
は
こ
う
い
う
音
程

と
判
断
し
な
が
ら
も
出
て
い
な
い
の
に
、
そ

の
雰
囲
気
が
伝
わ
っ
て
来
て
い
る
こ
と
に

感
心
し
ま

し
た
。
カ

ラ
オ
ケ
と

い
う
の
は

新
声
門
を

鍛
え
る
筋

ト
レ
に
な

っ
て
い
る

と
思
い
ま

す
。 

 

８
月
26
日
～
９
月
５
日
ま
で
喉
頭
摘
出

者
ア
ジ
ア
連
盟
（
Ａ
Ｆ
Ｌ
Ａ
）
の
活
動
と
し

て
ネ
パ
ー
ル
研
修
会
を
実
施
し
ま
し
た
。
会

場
は
首
都
カ
ト
マ
ン
ズ
市
内
の
ト
リ
ヴ
ヴ

ァ
ン
国
立
大
学
病
院
で
、
院
長
は
Ａ
Ｆ
Ｌ
Ａ

の
常
任
委
員
を
さ
れ
て
い
る
ラ
ケ
シ
・
プ
ラ

サ
ド
・
シ
ル
バ
ス
タ
先
生
で
す
。  

ネ
パ
ー
ル
の
大
学
新
卒
の
月
収
は
１
万

円
、
中
級
家
庭
の
月
収
が
３
～
５
万
円
、
農

民
は
２
千
円
～
３
千
円
で
か
な
り
貧
し
く

研
修
会
の
呼
び
か
け
を
し
て
も
、
参
加
者
が

田
舎
か
ら
出
て
く
る
交
通
費
も
滞
在
費
も

都
合
出
来
な
い
と
言
う
事
で
Ａ
Ｆ
Ｌ
Ａ
が

こ
れ
ら
の
経
費
を
負
担
し
て
の
研
修
会
と

な
り
ま
し
た
。

 

そ
の
よ
う

な
人
達
だ
か

ら
限
ら
れ
た

日
数
の
中
で

何
と
し
て
も

食
道
発
声
を

覚
え
て
生
活

の
糧
に
し
た

い
と
言
う
意

欲
が
満
ち
溢

れ
た
教
室
に

な
り
ま
し
た
。
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第
62
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公
益
社
団
法
人
銀
鈴
会
定
期
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会 

ネ
パ
ー
ル
研
修
会
を
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平
成
28
年
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年会費・法人賛助会員  

1 口 5000 円 6 口以上 

・個人賛助会員  

1 口 5000 円 1 口以上 

申し込み等問い合わせ先 

公益社団法人銀鈴会 事務局 髙梨泰弘 

〒105-0004 

東京都港区新橋 5-7-13 ビュロー新橋 901 

TEL：03-3436-1820  FAX：03-3436-3497 

E-mail：office@ginreikai.net 

ホームページ：http://www.ginreikai.net/ 

賛助会ご加入とご寄付のお願い 

声よ！ふたたび 

身近な方々のご理解とご協力をお願い

いたします。 

平
成
28
年
９
月
10
日
（
土
）
千
葉
県
柏

市
の
慈
恵
柏
看
護
専
門
学
校
講
堂
で
、
東
京

慈
恵
会
医
科
大
学
附
属
柏
病
院
主
催
の
市

民
公
開
講
座
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
ま
ず
司

会
の
東
京
慈
恵
会
医
科
大
学
付
属
柏
病
院

秋
葉
直
志
副
院
長
が
「
こ
の
銀
鈴
会
は
昭
和

29
年
よ
り
62
年
間
活
動
を
継
続
し
て
き
た

と
い
う
事
実
が
何
よ
り
も
素
晴
ら
し
い
こ

と
だ
と
思
い
ま
す
」
と
賛
辞
の
言
葉
を
添
え

て
紹
介
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。 

テ
ー
マ
は
「
の
ど
の
が
ん
の
お
話
」
で
、

「
発
声
機
能
に
影
響
す
る
の
ど
の
が
ん
」
と

題
し
東
京
慈
恵
会
医
科
大
学
付
属
柏
病

院
・
耳
鼻
咽
喉
科
の
清
野
洋
一
先
生
の
講
話

に
続
き
、
「
声
よ
！
ふ
た
た
び
」
及
び
体
験

発
表
で
銀
鈴
会
の
松
山
会
長
が
講
話
を
さ

れ
ま
し
た
。
体
験
発
表
で
は
食
道
発
声
で
中

村
、
白
川
訓
練
士
が
、
Ｅ
Ｌ
発
声
で
は
池
田

訓
練
士
が
そ
れ
ぞ
れ
発
表
し
ま
し
た
。 

株
式
会
社
第
一
興
商
か
ら
寄
贈
さ
れ
ま

し
た
カ
ラ
オ
ケ
機
器
を
活
用
し
、
カ
ラ
オ
ケ

が
楽
し
め
る
よ
う
に
準
備
が
整
い
ま
し
た
。

 

こ
の
教
室
に
は
食
道
発
声
・
Ｅ
Ｌ
発
声
・

シ
ャ
ン
ト
発
声
、
ど
の
よ
う
な
発
声
を
な
さ

る
方
で
も
自
由
に
参
加
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
歌
う
こ
と
は
発
声
力
を
向
上
さ
せ
る

効
果
が
あ
り
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
も
上

手
に
な
る
こ
と
間
違
い
な
し
、
リ
ラ
ッ
ク
ス

し
て
日
常
生
活
を
豊
か
に
過
ご
し
ま
し
ょ

う

。

多

く

の

方
々
に
利
用
し

て
い
た
だ
く
た

め
、
当
面
は
上

級
ク
ラ
ス
の
カ

ラ
オ
ケ
授
業
の

前
後
に
開
催
し

て
い
ま
す
。 

 

［
注
意
］
➀
カ
ラ
オ
ケ
教
室
の
開
催
日
は
銀

鈴
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
く
だ
さ

い
。
➁
限
ら
れ
た
時
間
の
中
で
多
く
の
方
が

利
用
で
き
る
よ
う
ご
協
力
く
だ
さ
い
。
➂
指

導
員
及
び
上
級
ク
ラ
ス
の
メ
ン
バ
ー
が
当

日
支
援
し
ま
す
。  

★

お
問
い
合
わ
せ
は 

初
心
ク
ラ
ス
Ｂ
チ
ー
ム
木
村
ま
で 

昔
取
っ
た
杵
柄
と
申
し
ま
す
が
、
今

か
ら
40
～
50
年
前
に
は
、
社
内
行
事

で
、
町
内
会
で
、
仲
間
達
と
時
々
遊
ば

れ
た
方
は
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
？  

私
達
は
、
年
に
数
回
気
心
の
知
れ
た

仲
間
と
ボ
ウ
リ
ン
グ
を
楽
し
ん
で
い

ま
す
が
、
最
初
は
、
今
更
…
と
思
い
つ

つ
の
参
加
で
し
た
が
、
昔
を
思
い
出
し

な
が
ら
、
い
や
こ
ん
な
筈
じ
ゃ
な
か
っ

た
な
ぁ
…
な
ど
と
昔
の
様
に
行
か
な

い
も
ど
か
し
さ
と
戦
い
な
が
ら
も
結

構
楽
し
ん
で
い
ま
す
。
イ
メ
ー
ジ
で
は
、

も
っ
と
上
手
か
っ
た
筈
な
の
に
…
と

皆
さ
ん
思
う
よ
う
で
す
が
、
や
は
り
当

時
か
ら
相
当
時
間
が
経
っ
て
い
ま
す

し
、
青
春
時
代
の
体
力
は
望
む
べ
く
も

あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
が
ま
た
、
楽
し
い

の
で
す
。 

★
お
問
い
合
わ
せ
は 

中
級
ク
ラ
ス
太
田
ま
で 
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（2） 
 

平
成
28
年
６
月
18
日
（
土
）
東
京
都
新

宿
区
南
元
町
の
東
医
健
保
会
館
に
於
い
て
、

標
記
総
会
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。 

齊
藤
理
事
の
司
会
に
よ
り
、
議
決
権
を
持

つ
会
員
数
９
５
９
名
、
本
日
出
席
者
数
１
２

７
名
、
委
任
状
出
席
者
数
４
７
７
名
、
合
計

６
０
４
名
で
63
％
、
定
款
第
18
条
に
基
づ

く
総
会
の
成
立
が
宣
言
さ
れ
、
秋
元
副
会
長

の
開
会
の
辞
で
始
ま
り
ま
し
た
。
松
山
会
長

の
挨
拶
に
続
い
て
、
ご
来
賓
の
厚
生
労
働
省

の
藤
井
康
弘
様
（
代
読 

品
川
文
男
様
）
、

東
京
都
の
高
原
俊
幸
様
、
東
京
都
身
体
障
害

者
団
体
連
合
会
の
小
西
慶
一
様
、
全
国
社
会

福
祉
協
議
会
の
寺
尾
徹
様
よ
り
ご
祝
辞
を

い
た
だ
き
、
日
喉
連
各
団
体
長
の
紹
介
が
あ

り
ま
し
た
。 

中
村
勝
治
氏
、

望
月
千
代
美
氏
を

議
事
録
署
名
人
に

指
名
し
て
２
件
の

議
案
と
報
告
事
項

に
つ
い
て
審
議
を

行
い
ま
し
た
。 

提
出
議
案
は
す

べ
て
原
案
通
り
承

認
可
決
さ
れ
ま
し

た
。 

上
記
、
定
期
総
会
に
続
い
て
「
声
の
祭
典
」

が
木
村
理
事
の
司
会
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

 

今
年
か
ら
ス
ピ
ー
チ
大
会
と
カ
ラ
オ
ケ

大
会
を
隔
年
ご
と
に
行
う
こ
と
に
な
り
、
今

回
は
初
め
て
の
カ
ラ
オ
ケ
大
会
で
、
入
会

1
年
７
ヶ
月
か
ら
22
年
超
、
ま
た
年
齢
も

51
歳
か
ら
87
歳
の
幅
広
い
出
場
者
21
名

が
、
会
員
や
ご
家
族
の
方
々
な
ど
多
数
の
来

場
者
の
見
守
る
中
、
３
分
間
の
歌
唱
力
を
競

い
合
い
ま
し
た
。 

 

福
田
審
査
委
員
長
よ
り
「
今
日
は
カ
ラ
オ

ケ
大
会
で
す
。
何
よ
り
も
楽
し
く
や
る
こ
と

が
大
切
。
持
ち
時
間
存
分
に
歌
を
楽
し
ん
で

く
だ
さ
い
」
と
挨
拶
の
後
、
事
前
の
抽
選
順

に
し
た
が
っ
て
開
始
し
ま
し
た
。 

            

出
場
者
は
、
11
名
が
声
友
ク
ラ
ブ
、
５

名
が
上
級
ク
ラ
ス
、
４
名
が
訓
練
士
、
女
性

の
出
場
者
は
３
名
で
し
た
。 

         

 

福
田
先
生
の
講
評 

十
分
楽
し
ま
せ
て
貰
い
ま
し
た
。
感
激
し

て
お
り
ま
す
。
上
位
に
入
賞
さ
れ
た
人
に
共

通
す
る
こ
と
は
、
リ
ズ
ム
の
取
り
方
が
上
手

で
あ
る
と
か
一
般
的
な
こ
と
の
他
に
、
普
通

の
喉
頭
と
違
っ
て
耳
で
は
こ
う
い
う
音
程

と
判
断
し
な
が
ら
も
出
て
い
な
い
の
に
、
そ

の
雰
囲
気
が
伝
わ
っ
て
来
て
い
る
こ
と
に

感
心
し
ま

し
た
。
カ

ラ
オ
ケ
と

い
う
の
は

新
声
門
を

鍛
え
る
筋

ト
レ
に
な

っ
て
い
る

と
思
い
ま

す
。 

 

８
月
26
日
～
９
月
５
日
ま
で
喉
頭
摘
出

者
ア
ジ
ア
連
盟
（
Ａ
Ｆ
Ｌ
Ａ
）
の
活
動
と
し

て
ネ
パ
ー
ル
研
修
会
を
実
施
し
ま
し
た
。
会

場
は
首
都
カ
ト
マ
ン
ズ
市
内
の
ト
リ
ヴ
ヴ

ァ
ン
国
立
大
学
病
院
で
、
院
長
は
Ａ
Ｆ
Ｌ
Ａ

の
常
任
委
員
を
さ
れ
て
い
る
ラ
ケ
シ
・
プ
ラ

サ
ド
・
シ
ル
バ
ス
タ
先
生
で
す
。  

ネ
パ
ー
ル
の
大
学
新
卒
の
月
収
は
１
万

円
、
中
級
家
庭
の
月
収
が
３
～
５
万
円
、
農

民
は
２
千
円
～
３
千
円
で
か
な
り
貧
し
く

研
修
会
の
呼
び
か
け
を
し
て
も
、
参
加
者
が

田
舎
か
ら
出
て
く
る
交
通
費
も
滞
在
費
も

都
合
出
来
な
い
と
言
う
事
で
Ａ
Ｆ
Ｌ
Ａ
が

こ
れ
ら
の
経
費
を
負
担
し
て
の
研
修
会
と

な
り
ま
し
た
。

 

そ
の
よ
う

な
人
達
だ
か

ら
限
ら
れ
た

日
数
の
中
で

何
と
し
て
も

食
道
発
声
を

覚
え
て
生
活

の
糧
に
し
た

い
と
言
う
意

欲
が
満
ち
溢

れ
た
教
室
に

な
り
ま
し
た
。
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アシダ音響株式会社、株式会社アトスメディカルジャパン、株式会社岡村製作所、株式会社オフセットクリーン、鹿島建

設株式会社、三協立山株式会社、株式会社スーパーポテト、医療法人社団順康会、株式会社鈴木保有社、住石ホールディ

ングス株式会社、住友林業株式会社、関野運輸株式会社、泉工医科貿易株式会社、全日本相撲甚句協会、綜研化学株式会

社、株式会社ソリューションハウジング、第一医科株式会社、株式会社第一興商、太成倉庫株式会社、株式会社大染、株

式会社大和証券グループ本社、大和ハウス工業株式会社、株式会社テラ、株式会社電制、東京医科大学看護専門学校、東

京ガレーヂ株式会社、南武建設株式会社、ニチハ株式会社、日本ガレーヂサービス株式会社、有限会社野沢正光建築工房、

株式会社ハーフ・センチュリー・モア、株式会社ハウスメイトパートナーズ、医療法人社団白翔会、橋本総業株式会社、

原田産業株式会社、株式会社福祉施設共済会、株式会社プロティア・ジャパン、三井住友カード株式会社、株式会社三井

住友銀行、株式会社明電舎、株式会社名優、山崎製パン株式会社、医療法人社団良宗会、株式会社レーサム、株式会社ロ

ッテ、和以美株式会社、株式会社ＡＢＣ店舗、ＳＭＢＣ日興証券株式会社、ＴＯＴＯ株式会社、ＹＫＫＡＰ株式会社   

青木佑一、赤津正浩、秋元一郎、秋元洋一、浅香高秀、朝田禮一、旭潔、足立健之助、雨宮愼一、有巣晧三、安藤京子、

安藤純一、安藤増雄、飯島敏禎、飯塚惟久、五十嵐雅勝、石井恭平、石川眞佐子、石塚康夫、石原文雄、市田治弥、市吉

將浩、井出麻喜子、伊藤仁、稲一夫、犬山正人、井上貴之、井上洋一郎、今成清、岩倉保禮、岩崎伸、岩崎堅司、岩間和

夫、上木明男、上田貞行、上榁政隆、宇佐美昭夫、薄井誠、梅崎伸、江口仁、榎本眞理、江原澄、江原里美、江原節子、

大井卓雄、大條文也、大河原敏夫、大塚和男、大貫貞子、大貫美智子、大野勇三、大浜保道、岡田悠紀子、岡島正恒、岡

戸冨美子、小川秀子、奥島茂、奥原修、刑部勝巳、小佐野郷子、鬼沢直維、小野寺葉子、笠貫達也、加沢ハナヨ、梶山和

秀、柏瀬幸弘、勝俣直躬、加藤紘一、加藤芙美子、上遠野美智絵、角倉孝夫、金井貞治、金子豊巳、金崎勝男、鎌田優子、

亀之内二三子、茅史郎、川井栄助、川崎光夫、川鍋千枝子、勘崎芳樹、神崎愛、神立喜三郎、上林輝男、菊池武弘、北迫

正男、城所忠男、木下勝男、櫛田敬子、楠本哲、窪井純子、久保力男、熊川喜代司、栗原弘、黒川洋子、小池信司、小酒

大司、越田和恵子、後藤眞久、小濱利重、小林宏、小宮和夫、小室耕一、近藤章、斎藤隆、齋藤大、左海省司、坂上典子、

相樂多惠子、佐久間博、佐々木昭夫、佐藤圭吾、佐藤賢治、佐藤茂樹、佐藤隆史、佐藤友子、佐藤康代、佐野幸孝、山後

弘子、山後祐介、鹿内健悦、宍倉康雄、篠清市、篠奈津子、篠美登里、柴田清、芝満雄、島田厚子、島田初夫、島田真由

美、清水泉、清水和夫、清水勢津夫、清水保良、シャントクラス、朱宮裕子、正願地孝子、荘司等、菅原芳彦、杉山喬、

須崎武房、鈴木栄子、鈴木邦忠、鈴木孝子、鈴木時子、鈴木敏彦、鈴木紀男、鈴木正子、鈴木三智子、鈴木光子、すずら

んの会、砂長治、隅谷貞子、隅谷政紀、相馬麻衣子、醍醐輝世、高橋健二、高橋敏夫、高橋剛、高橋もと子、高橋泰明、

髙原明美、髙山幸明、滝沢知誠、滝澤知峰、田尻直樹、田代實、田代豊、立石善一、田中高、田原武志、田村さた、田村

久子、田村元行、千葉求、辻文子、寺澤永祥、富樫義郎、栃木謙治、永井一男、永井芳子、中西昭雄、中西かよ子、中野

晴充、中野博幸、中鉢正、中村明美、中村薫、名越一郎、西田真哉、西敏子、西野宏、西村恵三郎、長谷川サイ、長谷川

正一、羽田野富美雄、服部カツヨ、花嶋良道、馬場金五郎、浜野耕平、林芳紀、原口健次郎、張江勤、半田建二、東幸子、

樋口三男、檜森聖三、平林育宏、平本清司、蛭田澄美枝、福島英子、福原秋夫、藤野由美子、藤原桂子、二木芳彦、渕本

義山、普天間有子、古川寿、古谷等、星芳文、堀内武、本田学、本間廣俊、前田知子、牧野清、正木壽子、増田惣一、松

清平、松澤茂行、松下成孝、松嶋宏、松田幸雄、松本博、松山光志、松山寿美子、松山雅哉、松山雅則、眞辺致一、丸山

統雄、美川憲一、右田正隆、三沢健二、三澤武雄、水島雅晴、水谷昇弘、三田村一雄、三田佳子、宮原厚夫、宮本啓三、

宮本貢、村田恵子、村松繁雄、村本高史、望月千代美、八木清文、矢島藤人、安田祥子、安野智、屋中一夫、柳葉君代、

柳葉藤枝、山岸正央、山口春吉、山口平男、山崎浩子、山田保明、山田善宣、山寺勉、山本勇、山本一雄、横井俊三、横

江良市、吉田一男、吉田美保子、吉原東洋輝、脇田誠照、渡辺忠義、渡邉鐡雄、渡邊正雄、渡邊操、渡邊理加子、和田敦

子、和田栄子、和田重章、和田征勇、和田義文、渡三夫、Ｅ.Ｋ.、Ｆ.Ｔ.、Ｈ.Ｃ.、Ｈ.Ｍ.、Ｉ.Ｋ.、Ｉ.Ｎ.、Ｋ.Ａ.、

Ｋ.Ｍ.、Ｍ.Ｊ.、Ｎ.Ｍ.、Ｎ.Ｔ.、Ｏ.Ｔ.、Ｏ.Ｙ.、Ｓ.Ｋ.、Ｓ.Ｍ.、Ｔ.Ｍ.、Ｙ.Ｓ.、 Ｙ.Ｎ. 

ご支援ありがとうございました 

ご寄付及び賛助会費をご送付いただいた皆様 

平成 28 年 9 月末日現在（五十音順 敬称略） 
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平
成
28
年
４
月
14
日
発
生
の
熊
本
地
震

に
よ
り
被
災
さ
れ
た
皆
様
に
、
日
本
喉
摘
者

団
体
連
合
会
の
各
ブ
ロ
ッ
ク
か
ら
寄
せ
ら

れ
た
義
援
金
１
、
２
５
４
、
８
７
３
円
を
、

５
月
16
日
に
九
州
ブ
ロ
ッ
ク
間
村
会
長
に

送
金
い
た
し
ま
し
た
。
６
月
吉
日
に
熊
本
県

天
声
会
沼
田
会
長
よ
り
日
喉
連
松
山
会
長

宛
に
礼
状
が
届
き
ま
し
た
の
で
こ
こ
に
報

告
い
た
し
ま
す
。 

        

熊
本
地
震
義
援
金
の
お
礼 

 

熊
本
地
方
も
梅
雨
入
り
を
し
、
現
在
中
休

み
中
と
云
っ
た
今
日
こ
の
頃
で
す
。
日
喉
連

に
は
日
頃
よ
り
お
世
話
様
に
な
っ
て
お
り

ま
す
。
熊
本
地
震
も
４
月
14
日
前
震
、
16
日

本
震
、
そ
し
て
、
そ
の
後
余
震
も
ま
だ
ま
だ

続
い
て
お
り
ま
す
。
今
回
の
大
地
震
で
熊
本

県
天
声
会
会
員
も
家
屋
全
壊
、
半
壊
と
居
ら

れ
ま
し
た
が
、
幸
い
に
も
会
員
の
家
族
に
は

怪
我
も
な
く
、
不
幸
中
の
幸
い
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。
こ
の
様
な
中
に
、
こ
の
度
は
各
ブ

ロ
ッ
ク
よ
り
多
額
の
義
援
金
を
頂
き
誠
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
、
熊
本
県
天
声

会
会
員
を
代
表
し
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

  

各
会
員
に
地
震
災
害
に
於
け
る
被
害
調

査
表
を
送
り
、
現
状
を
報
告
し
て
頂
き
ま
し

た
。
こ
の
結
果
を
分
析
し
、
被
害
に
な
ら
れ

た
方
々
に
配
分
し
た
く
考
え
て
お
り
ま
す
。

  

現
況
報
告
を
兼
ね
て
義
援
金
へ
の
お
礼

の
ご
挨
拶
と
致
し
ま
す
。  

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。  

天
声
会
会
長 

沼
田
敏
雄 

 

正
式
名
称
は
、
「
障
害
を
理
由
と
す
る
差

別
の
解
消
の
推
進
に
関
す
る
法
律
」
で
す
。

 

こ
の
法
律
は
、
障
害
の
あ
る
人
も
な
い
人

も
、
互
い
に
、
そ
の
人
ら
し
さ
を
認
め
合
い

な
が
ら
、
共
に
生
き
る
社
会
を
つ
く
る
こ
と

を
目
指
し
て
い
ま
す
。 

「
不
当
な
差
別
的
取
扱
い
の
禁
止
」
と
は
？ 

こ
の
法
律
で
は
、
国
・
都
道
府
県
・
市
町

村
な
ど
の
役
所
や
、
会
社
や
お
店
な
ど
の
事

業
者
が
、
障
害
の
あ
る
人
に
対
し
て
、
正
当

な
理
由
な
く
、
障
害
を
理
由
と
し
て
差
別
す

る
こ
と
を
禁
止
し
て
い
ま
す
。 

「
合
理
的
配
慮
の
提
供
」
と
は
？ 

こ
の
法
律
で
は
、
国
・
都
道
府
県
・
市
町

村
な
ど
の
役
所
や
、
会
社
や
お
店
な
ど
の
事

業
者
に
対
し
て
、
障
害
の
あ
る
人
か
ら
、
社

会
の
中
に
あ
る
バ

リ
ア
を
取
り
除
く

た
め
に
何
ら
か
の

対
応
を
必
要
と
し

て
い
る
と
の
意
思

が
伝
え
ら
れ
た
と

き
に
、
負
担
が
重

す
ぎ
な
い
範
囲
で

対
応
す
る
こ
と
を

求
め
て
い
ま
す
。 

  

 
と
き 平

成
28
年
11
月
19
日 

午
後
12
時
30
分
開
演 

と
こ
ろ 

東
医
健
保
会
館  

新
宿
区
南
元
町
４ 

共
催 Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
日
喉
連 

公
益
社
団
法
人
銀
鈴
会 

後
援 

 

厚
生
労
働
省 

 

開
催
に
先
立
っ
て
、
食
道
発
声
と
Ｅ
Ｌ
の

部
の
予
選
会
が
全
国
各
ブ
ロ
ッ
ク
で
行
わ

れ
決
勝
大
会
に
進
み
ま
す
。 

北
海
道
か
ら
九
州
ま
で
の
出
場
者
に
、
大

き
な
声
援
を
お
願
い
い
た
し
た
く
、
会
員
、

賛
助
会
員
の
皆
様
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す
。 

 

こ
の
大
会
は
、 

公
益
財
団
法
人
Ｊ

Ｋ
Ａ
に
よ
る
「
オ
ー

ト
レ
ー
ス
公
益
資

金
」
の
補
助
を
受
け

て
開
催
し
ま
す
。 

編集：公益社団法人銀鈴会 

東京都港区新橋 5-7-13 

ビュロー新橋 901 

Tel : 03-3436-1820 

ぎ
ん
れ
い
だ
よ
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Ｈ
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年
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